






今
云
生
口

鯵
ご
寄
付
者
芳
名

金
拾
万
円
也
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会

社
殿
（
東
京
都
）

金
五
万
円
也
春
山
宇
平
殿
（
東
京
都
）

金
参
万
円
也
杉
浦
昌
也
殿
（
東
京
都
）

金
参
万
円
也
山
口
寿
恵
子
殿
（
東
京
都
）

金
弐
万
円
也
伊
達
文
蔵
殿
（
横
浜
市
）

金
壱
万
円
也
堀
田
正
久
殿
（
佐
倉
市
）

金
壱
万
円
也
伊
藤
賢
治
殿
（
東
京
都
）

金
壱
万
円
也
野
口
喜
代
子
殿
（
東
京
都
）

金
壱
万
円
也
神
戸
光
子
殿
（
茅
ヶ
崎
市
）

金
壱
万
円
也
菊
間
健
夫
殿
（
佐
倉
市
）

金
壱
万
円
也
龍
門
社
殿
（
東
京
都
）

金
五
千
円
也
田
中
矩
規
之
允
殿
（
東
京
都
）

◎
会
費
領
収
報
告
書

（
霊
畔
榊
蜘
蓉
皿
朋
皿
卵
敬
称
略
）

１
、
こ
の
報
告
を
以
て
領
収
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

２
，
・
印
は
新
入
会
員
で
す
。

３
、
お
名
前
の
下
の
数
は
会
費
最
終
年
度
で
す
。

〔
東
京
都
〕

有
地
一
郎
（
蛇
）
伊
藤
賢
治
（
帥
）

伊
豆
山
善
太
郎
（
帥
）
池
西
一
夫
（
弱
）

○
相
川
政
司
（
帥
）
遠
藤
尚
（
帥
）

○
岡
本
親
宣
（
帥
）
大
洞
陽
一
（
釦
）

○
工
藤
裕
（
釦
）

○
鈴
木
寛
一
（
帥
）

○
田
中
万
吉
（
帥
）

○
浜
野
進
（
帥
）

○
三
浦
良
雄
（
帥
）

○
矢
野
克
巳
（
帥
）

○
森
町
子
（
帥
）

〔
神
奈
川
県
〕

赤
司
博
之
（
弱
）

○
飯
島
力
（
帥
）

鈴
木
敏
泰
（
帥
）

〔
埼
玉
県
〕

○
小
林
荘
吾
（
帥
）

〔
千
葉
県
〕

○
今
井
哲
夫
（
帥
）

小
柳
隆
照
（
妬
）

常
泉
茂
夫
（
的
）

〔
福
島
県
〕

阿
部
晴
男
（
帥
）

〔
静
岡
県
〕

○
河
野
幸
男
（
帥
）

〔
京
都
府
〕

辰
己
忠
一
（
釦
）

〔
島
根
県
〕

吉
田
貞
男
（
釦
）

〔
佐
賀
県
〕

高
田
増
太
郎
（
弱
）

〔
大
分
県
〕

○
武
田
鉄
蔵
（
帥
）

〔
山
形
県
〕

○
後
藤
弘
（
帥
）

○
木
佐
由
延
（
帥
）

○
五
代
吉
彦
（
団
）

中
村
庄
司
（
弱
）

○
朝
倉
哲
夫
（
帥
）

住
友
吉
左
術
門
（
田
）

高
倉
弘
（
帥
）

○
庄
司
美
明
（
蛇
）

○
鈴
木
稔
（
帥
）

中
山
昌
（
帥
）

平
野
章
一
（
帥
）

○
山
内
金
造
（
帥
）

吉
田
幸
治
（
弱
）

小
林
栄
一
郎
（
弱
）

渡
嘉
敷
茂
夫
（
帥
）

〔
栃
木
県
〕

○
伊
藤
義
輝
（
田
）

◎
新
入
会
員
芳
名
（
敬
称
略
）

昭
和
帥
年
１
月
’
３
月

（
府
県
名
）
（
入
会
者
）

東
京
鈴
木
稔

″
森
町
子

″
浜
野
進

″
相
川
政
司

″
田
中
万
吉

″
矢
野
克
巳

″
工
藤
裕

神
奈
川
朝
倉
哲
夫

″
真
田
真
司

千
葉
五
代
吉
彦

″
今
川
哲
夫

″
岩
井
忠
則

埼
玉
小
林
荘
吾

栃
木
伊
藤
義
輝

山
形
後
藤
弘

静
岡
河
野
幸
男

（
紹
介
者
）

鈴
木
勲

片
山
清
一

石
井
千
明

渡
辺
薫

菅
原
哲
治

近
藤
保

山
崎
隆
司

片
山
清
一

松
元
文
子

鈴
木
勲

渡
辺
蕪

服
部
忠
三

小
林
栄
一
郎

渡
辺
薫

鈴
木
勲

菅
原
哲
治
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総
会
通
知

日
本
弘
道
会

第
八
十
三
回
通
常
総
会

日
時
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
六
日

（
日
）
午
前
十
一
時

場
所
東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
三

’
一
’
六

日
圃
伊
（
富
）
思
苧
ｇ
ｇ
（
才
）

日
本
弘
道
会
ビ
ル
８
階
講
堂

（
地
下
鉄
ｌ
新
宿
線
神
保
町
駅
、
東
西
線
九
段

下
駅
。
都
バ
ス
ー
専
修
大
前
下
車
。
各
徒
歩
五

分
。
又
は
国
電
水
道
橋
駅
西
口
下
車
、
徒
歩
十

分
。
）

議
題

１
、
昭
和
五
十
九
年
度
決
算

昭
和
六
十
年
度
予
算

昭
和
五
十
九
年
度
事
業
報
告

昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画

２
、
役
員
選
任
の
件

昼
食
・
懇
談
（
会
費
不
要
）
記
念
写
真
撮
影

午
後
二
時
三
十
分
、
有
志
に
よ
り
会
祖
西

村
先
生
ご
夫
妻
の
法
要
墓
参
（
文
京
区
千
駄

木
・
養
源
寺
）
今
回
は
新
装
な
っ
た
本
会
ビ

ル
８
階
講
堂
で
挙
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

何
卒
お
繰
合
せ
の
上
多
数
の
ご
参
会
を
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
ご
参
会
の

向
は
電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で
五
月
十
五
日
ま

で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ

東
京
都
岩
崎
晶

私
は
去
る
一
月
廿
五
日
（
金
）
新
装
相
成

っ
た
る
両
国
の
国
技
館
に
参
り
ま
し
た
。
恰

も
そ
の
日
は
横
綱
千
代
の
富
士
が
優
勝
を
決

定
し
た
日
で
あ
り
、
千
代
の
富
士
の
得
意
満

面
た
る
姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

新
国
技
館
は
青
緑
色
の
四
面
の
屋
根
を
頂

き
て
、
狗
に
偉
容
に
輝
い
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
昭
和
の
建
築
史
上
に
も
残
る
程
の
傑
作
、

立
派
な
建
造
物
、
正
に
東
京
の
一
新
名
所
と

も
謂
え
ま
し
ょ
う
。

国
技
館
に
は
、
天
皇
陛
下
・
皇
太
ご
夫
妻

も
斯
道
奨
励
の
為
に
屡
々
ご
来
臨
に
な
り
、

又
千
秋
楽
に
は
天
皇
賜
盃
が
優
勝
者
に
授
与

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
実
に
優
勝
力
士
に

と
っ
て
は
、
無
上
の
光
栄
と
な
る
の
で
あ
り

ま
す
。

言
葉
の

ひ
ろ
ば

霧
○
現
在
の
敷
地
に
、
最
初
の
弘
道
会
本
部
が
建
設

さ
れ
た
の
は
、
大
正
６
年
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
木

造
な
が
ら
白
ペ
ン
キ
塗
り
の
洋
館
二
階
建
で
、
当

時
に
あ
っ
て
は
仲
を
シ
ョ
ウ
シ
ャ
な
も
の
で
し
た
。

け
れ
ど
も
大
正
廻
年
の
関
東
大
震
災
で
惜
し
く

も
焼
失
。
代
っ
て
不
燃
・
耐
震
の
会
館
を
…
…
と

い
う
こ
と
で
、
昭
和
７
年
に
建
設
さ
れ
た
の
が
、

即
ち
、
今
回
改
築
し
た
旧
会
館
で
し
た
。

○
こ
れ
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
地
上
三
階
・

地
下
一
階
の
格
調
高
い
建
物
で
し
た
が
、
激
動
期

・
五
十
年
も
の
風
雪
を
凌
ぐ
と
、
当
然
そ
こ
こ
こ

に
故
障
が
で
き
て
、
ぼ
つ
ぼ
つ
建
て
か
え
た
い
と

の
意
向
が
、
三
・
四
年
前
か
ら
議
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

○
幸
に
し
て
、
西
村
会
長
の
熱
意
と
、
パ
ー
ト
ナ

（
因
に
大
阪
場
所
の
優
勝
力
士
は
朝
潮
で
し
た
）

嘗
っ
て
の
第
六
代
日
本
弘
道
会
会
長
、
故

酒
井
伯
は
無
類
の
相
撲
愛
好
家
に
て
、
旧
弘

道
会
館
の
応
接
間
に
て
親
し
く
私
は
、
双
葉

山
・
大
鵬
の
事
、
相
撲
道
の
「
心
・
技
・
体
」

＠

に
関
し
ま
し
て
日
本
国
技
の
礼
を
重
ず
る
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
、
単
な
る
格
闘
技
に
非
ず
と
の
緬
蓄
を
傾

け
て
の
お
説
を
拝
聴
し
た
事
あ
り
、
我
国
の

相
撲
の
発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
本
会
特
別
会
員
）

編
集
後
記

－
と
し
て
住
友
商
事
㈱
の
協
力
を
得
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
新
ビ
ル
の
建
設
に
踏
み
切
り
、
設
計
・
監

理
・
施
工
と
も
そ
れ
ぞ
れ
業
界
第
一
流
の
ス
タ
ッ

フ
の
献
身
的
尽
力
に
よ
っ
て
、
目
出
た
く
竣
工
を

見
た
の
が
今
回
の
「
日
本
弘
道
会
ピ
ル
」
で
す
。

○
３
月
別
日
の
落
成
式
の
模
様
は
本
号
記
事
に
掲

載
の
通
り
で
す
。
参
会
者
百
名
を
超
す
盛
況
、
し

か
も
、
文
部
大
臣
か
ら
の
栄
あ
る
祝
辞
を
い
た
だ

く
な
ど
、
本
会
百
十
年
の
歴
史
に
特
筆
す
べ
き
一

頁
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
と
こ
ろ
で
、
今
の
日
本
は
、
物
質
的
に
は
た
し

か
に
豊
か
な
国
に
な
り
ま
し
た
が
、
精
神
面
で
は

却
っ
て
極
度
に
貧
し
く
な
っ
た
、
と
、
世
の
識
者

が
指
摘
す
る
通
り
で
す
。
い
わ
れ
な
い
離
婚
の
増

加
、
知
的
犯
罪
の
多
発
な
ど
毎
日
の
報
道
に
は
目

を
お
お
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
月
号
の
特
集
を

「
思
い
や
り
の
心
」
と
し
た
所
以
で
す
。

○
幸
に
し
て
学
界
・
教
育
界
の
権
威
あ
る
方
が
た

か
ら
貴
重
な
ご
示
唆
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
あ
つ
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
一

つ
一
つ
を
熟
読
し
て
、
も
っ
と
暖
か
く
て
住
承
心

地
よ
い
世
の
中
に
す
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
渡
辺
薫
）

昭
和
六
十
年
四
月
十
日
印
刷
実
価
二
五
○
円

昭
和
六
十
年
四
月
三
日
発
行
年
会
費
一
、
五
、
ご
円

編
集
人
片
山
清
一

発
行
人
西
村
幸
二
郎

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
ノ
ー
○

印
刷
所
共
立
社
印
刷
所

東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
三
‐
一
‐
六

発
行
所
雌
畑
日
本
弘
道
会

電
話
（
二
六
一
）
○
○
○
九
番

振
替
口
座
東
京
四
’
四
三
一
七

郵
便
番
号
一
○
一
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P

第
第第第三
三二

章章

女
子
教
育
に
お
け
る
進
歩
主
義
と
保
守
主
義

教
育
改
革
と
男
女
共
学
へ
の
道

謬
男
蕊
瀦
篭
諺
零
の
道

第
維
淵
章
女
癖
鮒
蝿
伽
噸
蝿
学
校
修
身
醤
に
象
る
女
子
道
徳
の
変
遷

鯛
一
一
一
韓
潮
蹄
恥
鰍
証
緬
鞭
恥
樟
華
窪
綻
華
皆
窄
韮
趨
売
浄
癖
唾
班
剛
徳
の
変
遷

ｒ
●
今
●

－①申込

近
代
日
本
の
女
子
教
育

片
山
清
一
著

Ａ
５
版

目
白
学
園
女
子
教
育
研
究
所
長

三
五
二
頁
頒

日
本
弘
道
会
理
事
で
あ
り
、
目
白
学
園
女

代
表
理
事
の
著
者
が
わ
が
国
の
風
土
と
伝

に
お
い
て
、
い
か
に
近
代
化
さ
れ
て
来
た

亘
る
豊
富
な
教
育
現
場
の
体
験
を
通
じ
て

と
す
る
珠
玉
篇
！目

次

第
一
縄
近
代
日
本
の
女
子
教
育
思
想

第
一
章
文
明
開
化
と
女
子
就
学
の
開
始

》
遡
一
一
蹴
以
睡
藷
嘩
》
《
葎
鍬
坐
錘
蒜
鈍
育
論

《発行所）

紺
鍬
育
剛
蹴
荊
恨
功
和
赫
髄
蝿
撒
傾

か
の
過
程
を
克
明
に
研
究
さ
れ
、
多

集
大
成
さ
れ
た
所
論
を
広
く
世
に
問
は年日学
んに本会

〒112東京都文京区千石4－2－15

賊
鍬 建需社

TEL03(944)-2611振替東京1-12575

価
五

、

○
○
○
円

送
料

二
五
○
円

●

●

△
Ｑ
Ｔ
Ｐ
Ｆ
《
一
ヶ

古
川
哲
史
著
（
文
化
綜
合
出
版
刊
）

第
一

詩
集

第
二

歌
集

●
◆
●
ｂ

●
９
９
《
■

。
●
●
■

C

さ
く
ら
の
花
の
よ
う
な
、

倫
理
学
者
と
し
て
は
東
大
名
誉
教
授
で
あ
り
、
歌
人

■

●

あ
る
い
は
白
梅
の
よ
う
な

明
日
の
な
い
夜
は
な
い

頒
価
一
、
五
○
○
円

送
料
二
○
○
円

と
し
て
は
弘
道
歌
壇
の
選
者
で
あ
る
古
川
博
士
が
詩
人

と
し
て
の
才
華
を
豊
か
に
打
ち
出
し
た
二
冊
の
近
刊
詩

集
。
前
の
大
阪
府
知
事
の
黒
田
了
一
氏
は
「
日
常
身
辺

の
些
事
を
坦
々
（
淡
を
）
と
語
り
な
が
ら
、
え
も
い
わ

れ
ぬ
情
緒
を
た
だ
よ
わ
せ
る
、
心
に
く
い
ば
か
り
の
詩

●

文
」
と
評
し
、
現
代
詩
人
協
会
の
鎗
田
理
事
長
は

頒
価
一
、
四
○
○
円
「
学
問
の
陰
に
か
く
れ
て
い
た
文
学
の
才
が
次
な
に
開

送
料
二
○
○
円
花
す
る
」
の
を
祝
福
し
て
い
る
。

〒101東京都千代田区西神田3－1－6

日本弘道会
社団
法人

TEL03(261)0009振替4-4317


